
平成™š年�月Ÿ日 金曜日 (第œœ š号付録) �月目録官 報
二
二
〇

租
税
特
別
措
置
法
第
十
一
条

第
一
項
及
び
第
四
十
三
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
機
械
そ
の
他
の
減
価
償
却

資
産
及
び
期
間
を
指
定
す
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇
142

L
I
N

二
二
一

登
録
免
許
税
法
別
表
第
三
の

十
九
の
二
の
項
及
び
登
録
免

許
税
法
施
行
規
則
第
四
条
の

五
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
己

の
た
め
に
受
け
る
登
記
又
は

登
録
に
つ
き
登
録
免
許
税
を

課
さ
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
登

記
又
は
登
録
に
係
る
独
立
行

政
法
人
で
同
項
の
第
一
欄
の

財
務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の

及
び
当
該
独
立
行
政
法
人
が

自
己
の
た
め
に
受
け
る
当
該

登
記
又
は
登
録
で
同
項
の
第

三
欄
の
財
務
大
臣
が
指
定
す

る
も
の
並
び
に
同
条
に
規
定

す
る
財
務
大
臣
が
指
定
す
る

者
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

三
〇
142

L
I
O

二
二
二

関
税
法
施
行
令
第
九
十
二
条

第
三
項
及
び
輸
入
品
に
対
す

る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に

関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
十

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
税
関
官
署
を
指
定
す
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇
143

一
四

〇
財
務
省
、
農
林
水
産
省

一
三

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
附
則
第
三
十
五
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
同
条
の
主
務

大
臣
の
定
め
る
利
率
を
定
め

る
等
の
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
〇

四

〇
財

務

省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省

七

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
第
二
十
二
条
第
三
項
及

び
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産

業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特

別
措
置
法
施
行
令
第
五
条
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
同
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
危
機
対
応
業
務
及
び
危

機
対
応
円
滑
化
業
務
の
実
施

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
告
示

三
118

二

八

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
第
十
一
条
第
二
項
第
二

号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
取

引
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け

る
金
銭
の
支
払
い
そ
の
他
の

条
件
の
一
部
を
改
正
す
る
告

示

二
九
139

五
五

〇
財
務
省
、
経
済
産
業
省

三

我
が
国
の
産
業
活
力
の
再
生

及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関

す
る
基
本
的
な
指
針

二
九
139

五
五

〇
国

税

庁

一
五

青
森
県
及
び
茨
城
県
に
お
け

る
国
税
に
関
す
る
申
告
期
限

等
を
指
定
す
る
件

三

八

一
六

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等

に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
第
四

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
国
税
庁
長
官
が
定
め
る

日
を
定
め
る
件
に
お
い
て
、

別
途
国
税
庁
告
示
で
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
日
を
定

め
る
件

三

八

一
七

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

を
公
示
す
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
五

四

一
八

国
税
通
則
法
第
百
二
十
三
条

第
二
項
に
規
定
す
る
手
数
料

の
納
付
を
現
金
で
す
る
こ
と

が
で
き
る
事
務
所
を
指
定
す

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
三

三

一
九

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

を
公
示
す
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

二
七

二

二
〇

〃

三
〇

六

〇
文
部
科
学
省

九
三

科
学
研
究
費
補
助
金
取
扱
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二

三

九
四

補
助
事
業
者
等
が
補
助
事
業

等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効

用
の
増
加
し
た
財
産
の
う
ち

処
分
を
制
限
す
る
財
産
及
び

補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得

し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た

財
産
の
処
分
制
限
期
間
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

一
六

四

九
五

文
化
財
を
重
要
文
化
財
に
指

定
す
る
件

二
〇
129

二

九
六

重
要
文
化
財
の
指
定
を
解
除

す
る
件

二
〇
129

五

九
七

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

を
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
と
し
て
選
定
す
る
件

二
〇
129

五

九
八
九
九

旧
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ

関
ス
ル
法
律
の
規
定
に
よ
り

認
定
さ
れ
た
物
件
を
重
要
文

化
財
に
指
定
す
る
件
並
び
に

旧
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ

関
ス
ル
法
律
の
規
定
に
よ
る

認
定
を
取
り
消
す
件

二
七
136

五

一
〇
〇
e

一
〇
六

有
形
文
化
財
を
重
要
有
形
文

化
財
に
指
定
す
る
件

二
七
136

五

一
〇
七
e

一
一
〇

重
要
文
化
財
に
有
形
文
化
財

を
追
加
し
て
重
要
文
化
財
に

指
定
す
る
件

二
七
136

九

一
一
一
e

一
一
三

重
要
文
化
財
の
員
数
を
改
め

る
件

二
七
136

一
二

一
一
四

一
一
五

有
形
文
化
財
を
登
録
有
形
文

化
財
に
登
録
す
る
件

二
七
136

一
三

〇
文

化

庁

三
七

重
要
文
化
財
を
管
理
す
べ
き

団
体
を
指
定
す
る
件

八

五

三
八

重
要
文
化
財
の
管
理
団
体
の

指
定
を
解
除
す
る
件

二
〇
129

六

三
九

著
作
権
に
関
す
る
講
習
会
の

件

二
二
132

八

四
〇

著
作
者
の
実
名
登
録
の
件

二
三

三

四
一

旧
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ

関
ス
ル
法
律
の
規
定
に
よ
る

認
定
を
取
り
消
す
件

二
七
136

一
四

四
二

史
跡
を
管
理
す
べ
き
地
方
公

共
団
体
を
指
定
す
る
件

二
八

三

〇
厚
生
労
働
省

一
七
五

療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並

び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示

事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

一

四

一
七
六

薬
事
法
施
行
令
第
八
十
条
第

二
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
医
薬
品
の
種
類
等
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一

四

一
七
七

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
及
び
基
準
該
当
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の

額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一

五

一
七
八

薬
事
法
施
行
規
則
第
十
二
条

第
一
項
の
登
録
を
し
た
旨
を

公
示
す
る
件

三

九

˜œ
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